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１ . P E R S O N 1 8・ 1 9世 紀 、 ド イ ツ の 哲 学 者 。 主 観 的 弁 証 法 を 駆 使 し 、 カ ン ト 1

が 確 立 し た ド イ ツ 観 念 論 哲 学 を 完 成 。 歴 史 発 展 の 法 則 や 、 個 人 と 市 民 社 会 や

国 家 と の 関 係 に つ い て 論 じ た 。

２ . B O O K ヘ ー ゲ ル の 主 著 。 主 観 的 弁 証 法 を 駆 使 し た 独 自 の 哲 学 を 説 く 。 2

３ . ヘ ー ゲ ル が 、 変 化 ・ 発 展 を 理 性 的 な 運 動 の 論 理 で あ る と 説 い た 考 え 方 。 3

全 て の も の は 、 肯 定 さ れ る 一 つ の 定 立 （ 正 ） に 対 し て そ れ を 否 定 す る 別 の 定

立 （ 反 ） が あ ら わ れ 、 矛 盾 ・ 対 立 す る 正 ・ 反 二 つ の 要 素 を 保 存 し つ つ 両 者 を

否 定 し て 、 よ り 高 い 次 元 （ 合 ） に 発 展 す る （ 止 揚 。 ド イ ツ 語 で 正 は テ ー ゼ 、）

反 は ア ン チ テ ー ゼ 、 合 は ジ ン テ ー ゼ 、 止 揚 は ア ウ フ ヘ ー ベ ン 。

４ . ヘ ー ゲ ル の 歴 史 観 で 、 歴 史 と は こ れ が 弁 証 法 的 に 自 己 展 開 す る 場 で あ る 4

と し た 。 主 観 的 で 唯 心 論 的 な 弁 証 法 に よ り 、 歴 史 発 展 の 法 則 を 説 明 。

５ . ヘ ー ゲ ル の 歴 史 観 で 、 歴 史 の 原 動 力 と し た も の 。 ナ ポ レ オ ン を 典 型 と す 5

る 英 雄 の 行 動 に よ っ て 表 面 化 す る と し た 。

６ . B O O K ヘ ー ゲ ル の 主 著 。 主 観 的 弁 証 法 を 駆 使 し て 、 道 徳 ・ 法 と 人 倫 、 家 6

族 ・ 市 民 社 会 と 国 家 に つ い て 論 じ た 。 序 論 の 言 葉 が 10 .の W O R D。 プ ラ ト ン 的

理 想 主 義 の カ ン ト 哲 学 に 、 ア リ ス ト テ レ ス 的 現 実 主 義 を 取 り 入 れ た 観 念 論 哲

学 を 大 成 。

７ . ヘ ー ゲ ル が 、 個 人 の 主 観 的 な 確 信 に 過 ぎ な い 道 徳 と 、 社 会 の 客 観 的 な ル 7

ー ル で あ る 法 の 両 者 を 統 合 し た も の と し て 重 視 し た 。

８ . ヘ ー ゲ ル の 説 く 人 倫 の 三 段 階 発 展 説 で そ の テ ー ゼ 正 に あ た る も の 8、 （ ） 。

愛 で 結 合 す る 全 体 性 が プ ラ ス の 要 素 だ が 、 個 人 の 独 立 性 が な い こ と が マ イ ナ

ス の 要 素 。

９ . ヘ ー ゲ ル の 説 く 人 倫 の 三 段 階 発 展 説 で 、 そ の ア ン チ テ ー ゼ （ 反 ） に あ た 9

る も の 。 個 人 が 独 立 す る 個 別 性 が プ ラ ス の 要 素 だ が 、 各 人 が 欲 求 を 満 た す た

め に 経 済 活 動 を 行 う 「 欲 望 の 体 系 」 で あ る こ と が マ イ ナ ス の 要 素 。

10 . ヘ ー ゲ ル の 説 く 人 倫 の 三 段 階 発 展 説 で 、 そ の ジ ン テ ー ゼ （ 合 ） に あ た る 10

も の 。 家 族 の 共 同 性 と 市 民 社 会 の 個 人 の 独 立 が ア ウ フ ヘ ー ベ ン （ 止 揚 ） さ れ

た 、 人 倫 の 最 高 形 態 。

1 1 . W O R D ヘ ー ゲ ル が 、 理 性 の 自 己 展 開 の あ ら わ れ が 現 実 で あ り 、 現 実 と は 11

偶 然 の 結 果 で な く 理 性 の 自 己 実 現 と い う 必 然 的 な も の と 説 い た 言 葉 。

1 2 . 1 8・ 1 9世 紀 、 産 業 革 命 後 の イ ギ リ ス に 成 立 し た 哲 学 。 人 生 の 目 的 を 幸 福 12

と 快 楽 の 追 求 と 考 え 、 そ れ に 役 立 つ こ と を 真 理 と し た 。

1 3 . 1 8・ 1 9世 紀 、 イ ギ リ ス 功 利 主 義 の 代 表 的 思 想 家 『 道 徳 お よ び 律 法 の 原 13。

理 序 論 』 を 著 し 、 快 楽 は 計 算 可 能 と し て 量 的 幸 福 を 重 視 し た 。

14 . ベ ン サ ム が 、 快 楽 は 計 算 可 能 と し て 量 的 幸 福 を 重 視 し た 有 名 な 言 葉 。 14

1 5 . 1 9世 紀 イ ギ リ ス 功 利 主 義 の 代 表 的 思 想 家 功 利 主 義 論 や 自 由 論 15、 。『 』 『 』

を 著 し 、 ベ ン サ ム の 功 利 主 義 を 修 正 し て 質 的 幸 福 を 重 視 し た 。

16 . W O R D ミ ル が 快 楽 は 計 算 不 可 能 と し て 質 的 幸 福 を 重 視 し た 有 名 な 言 葉 16、 。

17 . 法 や 刑 罰 な ど の 外 的 制 裁 が 利 己 的 な 快 楽 追 求 を 抑 制 す る と し た ベ ン サ ム 17

に 対 し 、 そ の 上 位 に あ る と し て ミ ル が 強 調 し た 内 的 制 裁 。

T. Q .「 ベ ン サ ム と ミ ル の 功 利 主 義 の 違 い と は ？ 」

T. A .

ベ ン サ ム は 量 的 功 利 主 義 を 主 張 し 「 最 大 多 数 の 最 大 幸 福 」 と 説 い た 。 ま た 、 外 的 制 裁 に よ り

。 、 。 、利 己 的 な 快 楽 追 求 は 禁 止 し た ミ ル は 質 的 功 利 主 義 を 主 張 し 精 神 的 快 楽 を 重 視 し た ま た

内 的 制 裁 が 上 位 で あ る と し 、 良 心 や イ エ ス の 黄 金 律 を 強 調 し て ベ ン サ ム の 功 利 主 義 を 完 成 さ

せ た 。


